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研究協力者 國吉 幸男 琉球大学大学院胸部心臓血管外科 教授 

 

研究要旨： 我々はこれまで 71 例の Budd-Chiari 症候群(BCS)に対して直達手術を行

い、良好な手術成績を報告してきた。術前に再開通できる十分な径を有した閉塞肝静

脈を同定することが重要である。閉塞した肝静脈に血流が少ない場合、術前に造影 CT

や血管造影検査で閉塞肝静脈を同定・評価することは困難である。今回、閉塞肝静脈

の診断に MRI が有用であった 1例を報告する。さらに今後、BCS 診断における MRI の

可能性について報告する。 

 

共同研究者 
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Ａ．研究目的 

閉塞肝静脈の同定にMRIが有用であった全

肝静脈閉塞の Budd-Chiari 症候群(BCS)の 1

手術例を報告する。 

BCS における閉塞肝静脈の画像診断につい

て検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

 全肝静脈閉塞の BCS 患者において、術前に

造影 CT および腹部超音波検査で診断できな

かった閉塞肝静脈に対して単純MRI検査を施

行した。 

また、MRI の多時相血管イメージである 4D 

PCA(phase contrast angiography)を用いて

BCS 術後の評価を行い、今後の可能性につい

て検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

 全肝静脈閉塞患者の術前造影 CTおよび超

音波検査で診断の得られなかった患者に単

純 MRI 検査を行い、再開通できると考えられ

る中肝静脈を確認した。さらに下大静脈入口

部の膜様閉塞を確認した。手術適応と判断し

直達手術を施行した。術中所見では、肝静脈

は 3本ともに完全閉塞しており、術前に診断

した中肝静脈を再開通させた。術後肝機能の

著明な改善が得られた。 

 また、MRI の新しい撮影技術である 4DPCA

を用いて同患者の術後評価を行い、狭窄した

下大静脈の描出および血流評価が可能であ

った。 

 

Ｄ．考察 

我々はこれまで 71 例の BCS に対して直達

手術を行い、良好な手術成績を報告してきた。

術前に再開通できる十分な径を有した閉塞

肝静脈を同定することが重要である。BCS 患

者において、肝静脈-下大静脈開口部閉塞ま

たは高度狭窄のため肝静脈内の血流が極端

に遅く、肝内シャントや側副血行路が発達し

ている場合は血管造影や造影 CT、超音波検査

では閉塞肝静脈を正確に捉えることは困難

で、手術適応の決定において大きな問題とな

る。 
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肝静脈が完全閉塞した場合、造影 CT では

肝静脈を描出できないが、MRI は造影剤を用

いずに肝静脈を描出できるとの報告がある。

我々は全肝静脈閉塞に対して造影 CT および

超音波検査で診断のつかなかった肝静脈を

MRI にて診断し、手術適応決定に有用であっ

た。近年、MRI 技術の発達により、多時相の

血管イメージである 4D PCA(phase contrast 

angiography)の心血管病変の血行動態把握

への有用性が報告されている。我々は最近こ

の MRI を用いて BCS 術後の評価を行った。今

後、閉塞肝静脈と IVC の関係や側副血行路が

評価できれば、BCS に対する新たな診断方法

になると期待される。 

 

Ｅ．結論 

 全肝静脈閉塞の BCS の閉塞肝静脈診断に

MRI が有用であった。 

BCS の閉塞肝静脈の診断において、超音波

検査と CT検査に乖離がある場合、MRI が診断

補助になる可能性がある。 
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